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12月5日㈬
午後1時開演（午後0時30分開場）
きゅりあん大ホール（大井町駅前）
定員／1,100人（抽選）
申込方法／11月14日㈬（消印有効）までに、
往復はがき（1枚で2人まで）に「つどい」
とし、代表者の郵便番号・住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号、参加者の氏名（ふり
がな）を人権啓発課（〠140－0013南大井5
－2－17）へ　※結果は11月下旬発送。

ⓒ2010「食堂かたつむり」
フィルムパートナーズ

恋人に家財道具一式を持ち逃げさ
れ、ショックから声を失った倫子は、
故郷に帰って食堂「食堂かたつむり」
を開く。食堂かたつむりの客は1日一
組みで、倫子のつくる料理を食べた
客には次々と奇跡が起き、願いがか
なう食堂とのうわさになる。そんな
ある日、子どもの時から大嫌いだっ
たおかん・ルリコから自らががんで
余命が半年であることを聞かされる。
出演／柴咲コウ　余貴美子　他　※字幕付き。

テレビで41年
テレビで活躍されてい
る須田哲夫さんが、こ
れまでの活動や経験を
踏まえてお話しします。
講師／
須田哲夫（フジテレビ
エグゼクティブアナウ
ンサー・解説委員）
※手話通訳・要約筆記付き。

講演 人と人をつなぐ言葉の大切さ 映画 食堂かたつむり

人権週間
特集号

と講演 映画
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●
世
界
人
権
宣
言

　

昭
和
23
（
1
9
4
8
）
年
12
月
10
日
、
第
3
回

国
連
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
人
権
宣
言
は
人
権
及
び
自
由
を
尊

重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
と
す
べ

て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
を
宣
言
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
昭
和
25
（
1
9
5
0
）
年

第
5
回
国
連
総
会
で
、
毎
年
12
月
10
日
は
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

●
区
の
取
り
組
み

　

区
で
は
、
平
成
5
年
4
月
に
都
内
で
唯
一

の
『
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
』
を
制
定

し
、
平
和
で
心
ゆ
た
か
な
「
人
間
尊
重
社
会

の
実
現
」
を
め
ざ
し
て
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
小
中
学
生
の
心
温
ま
る
人
権
標
語

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
展
示
し
た
「
し
な
が
わ

人
権
の
ひ
ろ
ば
」
や
「
人
権
週
間　

講
演
と

映
画
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

品川区民憲章制定30周年記念
池田山公園（東五反田5－4）



　人権擁護委員は地域の中から人権擁護に理解のある方を区長が推薦し、法務大臣が委
嘱します。「みんなで築こう  人権の世紀～考えよう  相手の気持ち  育てよう  思いやりの
心～」をキャッチフレーズに様々な啓発活動を積極的に展開しています。

人権啓発活動
　品川地区人権擁護委員会では憲法週間や人権週間における啓発活動に参加するととも
に、毎年小学校に ｢人権メッセージ｣ の発表や「人権の花」運動、中学校に ｢人権作文」
の協力をお願いしています。
　今年は ｢人権メッセージ｣ の発表に鈴ケ森小学校5年生の皆さんが参加しました。｢人
権の花｣ 運動では城南・第四日野・浜川小学校の皆さんが「オクラ」「ポンポン百日草」
「松葉ボタン」の花を咲かせました。｢人権作文｣ は品川学園・荏原第六中学校の皆さん
が参加しました。
　このような活動を通して、思いやりの心を育み人権の大切さについて考えていただい
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　（品川地区人権擁護委員会）

人権擁護委員による人権身の上相談
悩みをお持ちの方は一人で悩まずに、気軽にご相談ください。
相談日／第1・3火曜日午後1時～4時
※当日午前9時より☎3777－1111（代表）へ電話予約。

場所・問い合わせ／区民相談室☎3777－2000

○人権週間街頭キャンペーン　12月5日㈬午前11時30分から大井町駅前

 野田律子（東品川）　小原愉里（東品川）　小路　良  （南大井）
　　小越是誠（南大井） 小野悦子（南大井）　森田和枝（西大井）　須藤耕二（東大井）
　　海沼マリ子（平塚） 山本文武（旗の台）　冨沢敦子（戸越）

区の人権擁護委員

人権擁護委員の活動

問い合わせ／品川区人権啓発課☎3763－5391
古紙配合率70％再生紙を使用しています

●小中学生人権標語・ポスター展
●人権啓発パネル展（人権擁護委員の活動紹介など）
会場／レクリエーションホール

12月1日㈯
●女性弁護士による法律相談
時間／①午前9時30分～正午　②午後1時30分～4時
会場／第2講習室
定員／各5人（先着）
申込方法／11月30日㈮までに、電話で男女共同参画センター☎5479－4104へ

12月2日㈰
●映画「奇跡」DVD上映会
離婚した両親がやり直し、再び家族4人で暮らす日を夢見ている航一（前田航基）。
母親と祖父母と鹿児島で暮らしながら、福岡で父親と暮らす弟・龍之介（前田旺
志郎）と連絡を取っては家族を元通りにする方法に頭を悩ませる航一は、九州新
幹線全線開通にまつわるうわさを聞きつけ、ある無謀な計画を立て始める。
時間／午後1時30分～4時
※上映に先立ち、「小学生人権メッセージ」と「中
学生人権作文」の品川区代表作品を朗読します。
出演／前田航基、前田旺志郎　他　※字幕付き。
定員／400人（先着）
会場・観覧方法／当日、大ホールへ
問い合わせ／人権啓発課
●人権擁護委員による人権身の上相談
時間／①午前9時30分～午後0時30分　②午後1時30分～4時30分
会場／第2講習室
定員／各3人（先着）
申込方法／11月30日㈮までに、電話で広報広聴課区民相談室☎3777－2000へ

12月3日㈪
●家庭教育講演会「子どもの心とどう向き合うか～"不安"を"希望"に変える子育て」
時間／午前10時～正午
講師／石川結貴（作家）※手話通訳付き。
定員／430人（先着）
託児／託児／2歳～就学前のお子さん20人（先着）　※おやつ代100円。
○託児希望の方は、11月27日㈫までに、電話で庶務課へ。
会場・参加方法／当日、大ホールへ
問い合わせ／庶務課庶務係（☎5742－6823 Fax5742－6890）

21
世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

思
い
起
こ
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
や
、

他
人
の
人
権
に
も
十
分
配
慮
し
た
行
動
を
と
れ
る
よ

う
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
る
こ
と
の
大

切
さ
を
一
人
ひ
と
り
の
心
に
訴
え
、
全
て
の
人
々
が

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共
存
し
得
る
平
和

で
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

●
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

　

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
意
識
か
ら
生

ま
れ
る
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
配
偶

者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
女
性
・

男
性
と
も
に
能
力
と
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実

現
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
、
児
童
買
春
、
児
童

ポ
ル
ノ
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
お
り
、
子
ど
も
の
生

命
が
奪
わ
れ
た
り
、
心
身
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な

影
響
が
及
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
一
人
の

人
間
と
し
て
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

　

高
齢
者
に
対
す
る
就
職
差
別
、
介
護
者
な
ど
に
よ

る
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、
家
族
に
よ
る
経
済
的
虐

待
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
不
安
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を

進
め
よ
う

　

車
い
す
で
の
乗
車
拒
否
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
入
居
拒
否
、
障
害
が
あ
る
人
に
対
す
る
理
解

不
足
か
ら
生
じ
る
偏
見
や
差
別
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
も
地
域
の
中
で
普
通
の
暮
ら

し
が
で
き
る
社
会
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
が

望
ま
れ
ま
す
。

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　

部
落
差
別
と
は
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程

で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差
別
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

被
差
別
部
落
出
身
と
い
う
理
由
で
結
婚
を
妨
げ
ら
れ

た
り
、
就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
の

差
別
を
受
け
、基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

　

法
の
下
の
平
等
を
保
障
さ
れ
た
国
民
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
不
足

か
ら
、
就
職
や
結
婚
な
ど
に
お
け
る
偏
見
や
差
別
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
先
住
民
族
で
あ
る

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
や
現
状
に
関

す
る
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

●
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

　

外
国
人
に
対
す
る
就
職
差
別
や
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
へ
の
入
居
拒
否
、
公
衆
浴
場
で
の
入
浴
拒
否

な
ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
文
化
な
ど

の
多
様
性
を
認
め
、
言
語
、
宗
教
、
生
活
習
慣
な
ど

の
違
い
を
正
し
く
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
尊
重
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な

ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

　

エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症

に
対
す
る
誤
っ
た
知
識
や
理
解
不
足
か
ら
、
日
常
生

活
、
職
場
、
医
療
現
場
な
ど
社
会
生
活
の
様
々
な
場

面
で
差
別
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。
患
者
・
元
患
者
の
方
に
対
す
る
理
解

は
不
十
分
な
状
況
と
い
え
ま
す
。

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

　

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

根
強
い
偏
見
に
よ
り
、
就
職
差
別
や
住
居
の
確
保
が

困
難
で
あ
る
な
ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
が
更
生
す
る
た
め
に

は
、
本
人
の
強
い
意
欲
と
と
も
に
、
周
囲
の
人
々
の

理
解
と
協
力
が
重
要
で
す
。

●
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

慮
し
よ
う

　

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
が
、
興
味
本
位
の
う
わ

さ
や
心
な
い
中
傷
な
ど
に
よ
り
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ

た
り
、
私
生
活
の
平
穏
を
害
さ
れ
た
り
す
る
人
権
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
者
の
立
場
を
尊
重
し

た
言
葉
や
態
度
で
接
し
て
く
れ
る
周
囲
の
人
々
の
支

え
が
と
て
も
重
要
で
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
は
や
め
よ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
個
人
の
名
誉

が
毀
損
さ
れ
た
り
、
差
別
を
助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
表
現
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
匿
名
性
、
情
報

発
信
の
容
易
さ
を
悪
用
し
た
人
権
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
個
人
の
名
誉
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

●
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

　

北
朝
鮮
が
拉
致
を
認
め
て
か
ら
10
年
に
な
り
ま

す
。「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」も
施
行
さ
れ
、

我
が
国
の
国
民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
早
期
解

決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
風

化
さ
せ
ぬ
よ
う
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

●
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

　

自
立
の
意
思
が
あ
り
な
が
ら
も
や
む
を
え
ず
ホ
ー

ム
レ
ス
と
な
る
人
々
が
多
く
い
る
中
、
嫌
が
ら
せ
や

暴
行
を
受
け
る
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
近

隣
住
民
や
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
権
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
自
立
支
援
に
対
す
る
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

●
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

　

性
的
搾
取
、
強
制
労
働
な
ど
を
目
的
と
し
た
人
身

取
引
（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
）
は
、
重
大
な
犯
罪
で

あ
る
と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
深
刻
な

問
題
で
す
。

●
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

　

同
性
愛
者
や
両
性
愛
者
の
人
々
へ
の
偏
見
は
根
強

く
、様
々
な
場
面
で
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
は
、
現
在
で
は
不
当

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま

だ
に
偏
見
や
差
別
を
受
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

●
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

　

性
同
一
性
障
害
と
は
、
生
物
学
的
な
性
（
か
ら
だ

の
性
）
と
性
の
自
己
意
識
（
こ
こ
ろ
の
性
）
が
一
致

し
な
い
た
め
、
社
会
生
活
に
支
障
が
あ
る
状
態
を
言

い
ま
す
。「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の

特
例
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
に
は
性
別
の
取
り
扱
い
の
変
更
に

つ
い
て
審
判
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
性
同
一
性
障
害
者
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
が
あ
り
ま
す
。
性
同
一
性
障
害
の
正
し
い

理
解
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題

に
取
り
組
も
う

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
に
よ
り

被
災
し
た
人
々
が
差
別
さ
れ
る
な
ど
、
東
日
本
大
震

災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
と
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

問
題
を
解
決
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た
な
人
権
問

題
の
発
生
を
防
止
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

日時／12月9日㈰午後1時～4時（正午開場）
　第１部　記念式典・障害者表彰
　第２部　日立ソリューションズ吹奏楽団
演奏
　第３部　日本ろう者劇団　手話狂言
会場・参加方法／当日、きゅりあん大ホー
ル（大井町駅前）へ

※先着1,000人に記念品あり。
※手話通訳・要約筆記付き。
※視覚障害のある方へ副音声で舞台の解説
（イヤホン付きＦＭラジオ要持参）。
※SPコード付きちらし・プログラム（音声
変換装置設置）、点字プログラム有り。
問い合わせ／障害者福祉課（☎5742－6707 
Fax3775－2000）　

障害者週間 記念のつどい
障害者週間（12月3日～9日）を記念し、区民の理解と関心を深め、
障害者の社会参加を促進することを目的として毎年開催しています。

日時 12月1日㈯～3日㈪午前9時30分～
午後4時45分　※3日は午後3時まで。

会場荏原文化センター（荏原中延駅徒歩5分）

しながわ人権のひろば2012しながわ人権のひろば2012

ⓒ2011「奇跡」製作委員会

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う  

相
手
の
気
持
ち  

育
て
よ
う  

思
い
や
り
の
心
〜


